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資料―２ 



マンションはもっと長持ちする 

• 30年ほどで建替えの意識が芽生えてしまうのはなぜか 

課題 

住宅ストックに関する国際比較。既存住宅総数を年間新設
住宅戸数で割った値。「月刊リフォーム」より 

1916年に日本で初めて建てられた鉄筋
コンクリート造7階建て30号棟 

（長崎・端島） 

・・・再来年に100年を迎える 
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1926年に建てられた同潤会青山アパート 

2006年に表参道ヒルズに生まれ変わる 

（東京・表参道） 

・・・80年の寿命を全うしている 



マンション耐震化へのみちすじ（JASO） 
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お金が足りない 
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• 耐震補強にまわす修繕積立金がない 

• 耐震適齢期マンションは改修適齢期 

• 国の修繕積立金ガイドライン通りに積み立てていても・・・ 

     200円×75㎡=15,000円／月・戸×12ヶ月=180,000円×12年=2,160,000

円 

• 3回目の大規模修繕工事では建築と設備の改修だけで底をつく 

• Is値が0.3を下回ると耐震補強費用が300万円〜500万円／戸（例） 

• バリアフリー化でエレベーター新設と共用廊下新設で500万円／戸（例） 

• さらに省エネ改修（外断熱・断熱サッシ・断熱ドア） 

• 給水管更新、排水管更新（スラブ上化） 

• 専有部分インフィル更新 

• 住宅金融支援機構から耐震補強工事最大500万円／戸の融資を受けるに

は修繕積立金が55,000円／月・戸を超える必要がある 

 

 

 

課題 



点から線そして面 
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• 東京都の耐震化政策は国をリードしてきた 

• 点の耐震化（3路線のモデル事業） 

• 線の耐震化（特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化） 

                  

• 面の耐震化（旧耐震基準分譲マンション1万2千棟の耐震化） 

提案 

• 構造の既存不適格を生んだのは行政の責務 

• マンションのRC・SRC構造躯体は防災上の社会資本 

• 大震災のときに避難所に入りきれないマンション居住者は在宅避難 

• 焼失する木造戸建て住宅からの避難もマンションで受け入れる 

• 木造密集地域からの火災旋風を避ける防火帯の役割 

• 津波避難マンションや噴火（火山灰）避難マンションの位置づけ 

根拠 


